中学校用生活習慣病予防プログラム②

第３学年　学級活動　学習指導案

１　題材名　　第３学年「自分の未来について考えよう」
　　　　　　　学級活動「(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」
エ　心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
２　ねらい
　　青森県の健康に関する現状を手がかりに、健康と生活習慣の関係を自分事として捉え、将来の自
分を見据えて、よりよい生活習慣を実践しようとする態度を育てる。

３　本時の展開
	
	学習活動
	指導上の留意点　◇評価

	導　入（10分）

	１　自分の未来を想像する。
・１年後の「なりたい自分」を想像し発表し合う。
・４０歳、８０歳の「なりたい未来」を考え、ICTツールで回答し、互いの考えを共有する。（ワークシート１）

２　「なりたい未来」の実現のために必要なことを考え、発表し合う。
・ワークシート２をICTツールで回答し、集計結果を共有する。

３　学習課題を把握する。
「なりたい未来」の実現に向け、将来も健康でいるために、仲間との話合いを通して、明日から実行することを１つ決めよう。



	
・「人生１００年」として想像させる。
・全員の考えを共有することで、未来について考えることへの関心をもたせる。




・「健康」を選択した人数に着目させ、本時の学習課題に対する意欲を喚起する。





	展　開（30分）

	４　青森県と他県の平均寿命について知る。
・青森県民の平均寿命を予想する。（スライド２）
・都道府県平均寿命ランキング、青森県の平均寿命
の推移を知る。（スライド３，４，５）

５　青森県の平均寿命の短さが生活習慣と深く関わっていることを知る。
・青森県の平均寿命が短い理由を考え、発表する。
・生活習慣が短命に影響している場合が多いことを
知る。（スライド６，７）

６　自分の生活を振り返る。
・ワークシート３を記入し、席が近くの人同士で共有する。
・数人の発表を通して、多様な生活の実態があることに気付かせ、生活習慣を見直す意識につなげる。





７　生活習慣病には潜伏期間があることを知り、中
学生である今の生活が大切であることに気づく。
・青森県と長野県の健康関連指標を比較する。（スライド８，９）
・スライド「人の健康の一生（健康物語）」から、ロ
コモティブシンドローム、メタボリックシンドロ
ームについて知る。

８　希望の未来を実現させるために、今できることについてグループで話し合い、ワークシート４を記入する。
・ICTツールを使って記入内容を全体に共有する。


	・青森県の現状について知り、その深刻さに気づかせる。



・身近な人を病気で亡くしている生徒がいることを想定し、短命の要因を生活習慣の乱れのみによるものだと決めつけないよう十分配慮する。
◇【知識・技能】〈発表の様子〉

・提示した様々な資料について、自分事として考えるよう促し、ワークシートに記入させる。
・ワークシート３の自己評価（ＡＢＣ）
の集計個数を共有するなどし、実際の自分の生活に関心が向くよう工夫する。
◇【知識・技能】〈ワークシートの記述、発表の様子〉
◇【主体的な態度】〈ワークシートの記述、活動への取組みの様子〉









・意見交流においては、互いの考えの違い
を認め合い、他者の考えを参考にしながら自身の考えを深められるよう促す。
・改善策については、一つでも実行可能な行動を見いだすことに価値があることを伝える。
◇【思考・判断・表現】〈ワークシートの記述、意見交流の様子〉

	まとめ（10分）

	９　まとめ　明るい未来を生きるために、何よりも大切なのは「健康」。10代の今の過ごし方が未来の自分をつくるので、毎日を大切に過ごし、今できることを実行しよう。




10　振り返り
○今日の授業の感想をワークシート５に記入し、発表する。
・ICTツールを使って記入内容を全体共有する。
	



◇【主体的な態度】〈ワークシートの記
述〉



４　評価
　（１）青森県の健康に関する現状や課題を基に、健康と生活習慣との関係を理解している。
【知識・技能】
　（２）将来の自分を見据え、健康的な生活を送るために今の自分にできる具体的な改善策を見出している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思考・判断・表現】
（３）健康と生活習慣の関係を自分事として捉え、よりよい生活習慣を意識し、見直そうとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【主体的に学習に取り組む態度】

